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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信した放送に含まれる番組映像を再生する放送受信再生部と、
　前記放送受信再生部における番組映像の再生と並行して、前記放送受信再生部で受信し
た放送の放送局と異なる放送局の放送に含まれる複数種類の放送情報を収集する放送情報
収集部と、
　前記放送情報収集部における放送情報の収集状況を生成する収集状況生成部と、
　前記放送受信再生部で再生された番組映像および前記収集状況生成部で生成された放送
情報の収集状況を表示するとともに、放送情報収集部で収集された放送情報の種類に応じ
て、放送情報の収集状況に関する表示内容を変更する出力制御部
とを備えたデジタル放送受信機。
【請求項２】
　出力制御部は、放送情報の収集状況を番組映像に重複しない位置に表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項３】
　出力制御部は、番組映像を縮小することにより表示画面内に空白部を形成し、該空白部
に放送情報の収集状況を表示する
ことを特徴とする請求項２記載のデジタル放送受信機。
【請求項４】
　出力制御部は、縦横比が「４：３」の番組映像を「１６：９」の縦横比で表示する場合
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に生じる左右の空白部に、放送情報の収集状況を表示する
ことを特徴とする請求項２記載のデジタル放送受信機。
【請求項５】
　出力制御部は、番組映像の縦横比が「４：３」の場合には左右の空白部に放送情報の収
集状況を表示し、縦横比が「１６：９」の場合には映像の縮小表示による空白部に放送情
報の収集状況を表示する
ことを特徴とする請求項２記載のデジタル放送受信機。
【請求項６】
　出力制御部は、放送情報の収集状況を番組映像に重畳して表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項７】
　出力制御部は、字幕または文字スーパーを表示中の場合には、字幕または文字スーパー
に重畳しない位置に放送情報の収集状況を表示する
ことを特徴とする請求項６記載のデジタル放送受信機。
【請求項８】
　出力制御部は、放送情報の収集状況を放送局ロゴにより表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項９】
　出力制御部は、放送情報の収集状況を文字により表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項１０】
　出力制御部は、放送情報の収集状況をリモコンボタン番号により表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項１１】
　出力制御部は、放送情報の収集状況を色により表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項１２】
　出力制御部は、放送情報の収集状況を図形により表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項１３】
　出力制御部は、放送情報の収集状況を放送局名と対応させて表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項１４】
　収集状況生成部は、放送情報を収集できない場合には、その旨を出力し、
　出力制御部は、前記収集状況生成部の出力に基づいて、放送情報を収集できない旨を示
す表示を行う
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項１５】
　操作情報を入力する操作入力部を備え、
　出力制御部は、前記操作入力部からの操作情報に応じて、放送情報の収集状況に関する
表示内容を選択し、該選択した表示内容に対応する放送情報を表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項１６】
　文字情報を音声情報に変換する音声合成処理部を備え、
　出力制御部は、前記音声合成処理部によって音声情報に変換された放送情報の収集状況
または収集した放送情報を音声で出力する
ことを特徴とする請求項１５に記載のデジタル放送受信機。
【請求項１７】
　出力制御部は、放送情報の収集状況を非映像形式で表示する
ことを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、デジタル放送を受信するデジタル放送受信機に関し、特に、番組放送と並
行して放送情報の取得状況を表示する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の放送を受信する技術として、特許文献１は、各チャネルの放送内容を子画面で一
覧ができ、かつ継続して視聴したいチャネルがあれば、そのチャネルへの切り替えが容易
な子画面表示機能付テレビジョン受像機を開示している。このテレビジョン受像機は、２
つのチューナと、２つの信号処理回路と、一つの縮小動画像と少なくとも１つ以上の縮小
静止画像を形成する子画面形成回路と、親画面形成回路と、子画面形成回路と親画面形成
回路の出力を合成し表示する表示回路と、２つのチューナの選局と子画面形成回路を制御
する制御部と、使用者が操作する操作部とを備えており、番組視聴中に他局の番組を順次
受信して複数の子画面を表示する。これにより、ユーザは、各局の番組映像を見ながら所
望の局を選局できる。
【０００３】
　また、特許文献２は、蓄積性付加データとリアルタイム性付加データの双方を効率的に
取り込むことができるテレビジョン受像機を開示している。このテレビジョン受像機にお
いては、デコーダは、蓄積性付加データまたはリアルタイム性付加データをデコードする
。デコード管理情報記憶部は、デコーダが、蓄積性付加データをデコードするべきか、リ
アルタイム性付加データをデコードするべきかの優先度を決定するための情報を記憶して
いる。制御部は、その情報に従って信号切換部による切り換えを制御する。蓄積性付加デ
ータをデコードする際には、信号切換部は表示部に表示していないチューナの出力をデコ
ーダに入力し、リアルタイム性付加データをデコードする際には、信号切換部は表示部に
表示しているチューナの出力をデコーダに入力する。これにより、視聴中の番組映像とと
もに他局の番組表を表示することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－１０７４１０号公報
【特許文献２】特開平１１－４６３５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した特許文献１および特許文献２に開示された技術では、視聴中の番組映像と同時
に、他局の番組映像または番組表等の放送情報が表示されるため、視聴中の番組映像が大
幅に縮小表示され、番組映像の視認性が損なわれるという問題がある。特に、これらのテ
レビジョン受像機を車載用に使用すると、車載用の表示器の画面サイズは小さく、解像度
も低いため、番組映像の視認性を大幅に損なう。
【０００６】
　また、特許文献２に開示された技術では、視聴用とは別のチューナを用いて予め収集し
た放送情報については瞬時に表示可能であるが、放送情報を取得中または未取得の場合に
は表示に多くの時間を必要とする。その結果、ユーザは、放送情報を収集済みであるか否
かを知ることができない状態で放送情報の表示を待たされるので、煩わしく感じるという
問題がある。
【０００７】
　この発明は、上述した問題を解消するためになされたものであり、その課題は、番組映
像の視認性を確保しつつ、放送情報の収集が完了したか否かを容易に把握できるデジタル
放送受信機を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、この発明に係るデジタル放送受信機は、受信した放送に含
まれる番組映像を再生する放送受信再生部と、放送受信再生部における番組映像の再生と
並行して、放送受信再生部で受信した放送の放送局と異なる放送局の放送に含まれる複数
種類の放送情報を収集する放送情報収集部と、放送情報収集部における放送情報の収集状
況を生成する収集状況生成部と、放送受信再生部で再生された番組映像および収集状況生
成部で生成された放送情報の収集状況を表示するとともに、放送情報収集部で収集された
放送情報の種類に応じて、放送情報の収集状況に関する表示内容を変更する出力制御部を
備えている。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明に係るデジタル放送受信機によれば、視聴中の番組映像の他に、放送情報の収
集状況が画面に表示されるので、ユーザは、番組映像の視認性を確保しつつ、放送情報の
収集が完了したか否かを容易に把握でき、例えば番組表を表示させようとして待たされる
煩わしさを低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明の実施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係るデジタル放送受信機の動作を示すフローチャート
である。
【図３】この発明の実施の形態１に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメー
ジの例を示す図である。
【図４】この発明の実施の形態１に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメー
ジの他の例を示す図である。
【図５】この発明の実施の形態１に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメー
ジのさらに他の例を示す図である。
【図６】この発明の実施の形態２に係るデジタル放送受信機の動作を示すフローチャート
である。
【図７】この発明の実施の形態２に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメー
ジの例を示す図である。
【図８】この発明の実施の形態２に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメー
ジの他の例を示す図である。
【図９】この発明の実施の形態３に係るデジタル放送受信機の動作を示すフローチャート
である。
【図１０】この発明の実施の形態３に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの例を示す図である。
【図１１】この発明の実施の形態４に係るデジタル放送受信機の動作を示すフローチャー
トである。
【図１２】この発明の実施の形態４に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの例を示す図である。
【図１３】この発明の実施の形態４に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの他の例を示す図である。
【図１４】この発明の実施の形態４に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージのさらに他の例を示す図である。
【図１５】この発明の実施の形態５に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの例を示す図である。
【図１６】この発明の実施の形態５に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの他の例を示す図である。
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【図１７】この発明の実施の形態５に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージのさらに他の例を示す図である。
【図１８】この発明の実施の形態６に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの例を示す図である。
【図１９】この発明の実施の形態６に係るデジタル放送受信機で使用されるテーブルの例
を示す図である。
【図２０】この発明の実施の形態７に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの例を示す図である。
【図２１】この発明の実施の形態７に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの他の例を示す図である。
【図２２】この発明の実施の形態７に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージのさらに他の例を示す図である。
【図２３】この発明の実施の形態８に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの例を示す図である。
【図２４】この発明の実施の形態８に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの他の例を示す図である。
【図２５】この発明の実施の形態９に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの例を示す図である。
【図２６】この発明の実施の形態９に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージの他の例を示す図である。
【図２７】この発明の実施の形態９に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イメ
ージのさらに他の例を示す図である。
【図２８】この発明の実施の形態１０に係るデジタル放送受信機の動作を示すフローチャ
ートである。
【図２９】この発明の実施の形態１０に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イ
メージの例を示す図である。
【図３０】この発明の実施の形態１０に係るデジタル放送受信機で出力される表示画面イ
メージの他の例を示す図である。
【図３１】この発明の実施の形態１１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成を示すブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、この発明をより詳細に説明するために、この発明を実施するための形態について
、添付の図面に従って説明する。
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成を示すブロ
ック図である。このデジタル放送受信機のハードウェアは、家庭用のデジタルテレビジョ
ン受信機と同様であり、各ブロックの機能を実現するためのハードウェアについては、以
下で順次に説明する。
【００１２】
　このデジタル放送受信機は、放送受信再生部１、出力制御部７、放送情報収集部１４、
放送情報蓄積部１８、収集状況生成部１９、操作入力部２０および制御部２１を備えてい
る。放送受信再生部１は、ハードウェア的には、電波を受信する受信回路、チューナ、デ
ジタル復調用の大規模集積回路、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）処理用の大
規模集積回路または映像および音声処理回路等（いずれも図示は省略する）から構成され
ており、デジタル放送を受信する。
【００１３】
　この放送受信再生部１は、機能的には、第１アンテナ２、第１デジタル復調部３、第１
情報分離部４、音声再生部５および映像再生部６を備えている。第１アンテナ２は、ＵＨ
Ｆ（Ultra High Frequency）帯の１３～６２チャンネルで放送される地上デジタルテレビ
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ジョン放送波を受信して電気信号に変換し、受信信号として第１デジタル復調部３に送る
。
【００１４】
　第１デジタル復調部３は、放送波の所望チャンネルを選局し、第１アンテナ２から送ら
れてくるデジタル変調された受信信号をデジタル復調してトランスポートストリーム（以
下、「ＴＳ：Transport Stream」という）を生成し、第１情報分離部４に送る。ＴＳはＭ
ＰＥＧ－２規格とＡＲＩＢ（Association of Radio Industries and Businesses：社団法
人　電波産業会）標準規格に準拠して、映像および音声ならびに番組情報等を多重化した
データ列から構成されている。なお、上記ＡＲＩＢは登録商標である。
【００１５】
　第１情報分離部４は、第１デジタル復調部３から送られてくるＴＳに多重化されている
各種の放送情報を解析し、分離する。この第１情報分離部４で分離された放送情報は、放
送情報蓄積部１８に送られ、デジタル音声情報は音声再生部５に送られ、デジタル映像情
報は映像再生部６に送られる。
【００１６】
　音声再生部５は、第１情報分離部４から送られてくるデジタル音声情報を解析し、適し
た方式でデコードしてデジタル音声信号を再生し、出力制御部７の音声制御部８に送る。
このデジタル音声信号に基づき番組音声が出力される。映像再生部６は、第１情報分離部
４から送られてくるデジタル映像情報を解析し、適した方式でデコードしてデジタル映像
信号を再生し、出力制御部７の表示制御部１１に送る。このデジタル映像信号に基づき番
組映像が出力される。
【００１７】
　出力制御部７は、ハードウェア的には、アナログ音声出力回路、アナログ映像出力回路
およびスピーカを内蔵した液晶表示器等（いずれも図示は省略する）から構成されており
、番組映像および番組音声の出力を制御する。この出力制御部７は、機能的には、音声制
御部８、音声出力部９、スピーカ１０、表示制御部１１、表示出力部１２および表示器１
３を備えている。
【００１８】
　音声制御部８は、放送受信再生部１の音声再生部５から送られてくる、番組音声を表す
デジタル音声信号の出力可否および音量などを制御する。この音声制御部８で出力が制御
されたデジタル音声信号は、音声出力部９に送られる。音声出力部９は、例えばＤ／Ａ変
換器から構成されており、音声制御部８から送られてくるデジタル音声信号をアナログ音
声信号に変換してスピーカ１０に送る。スピーカ１０は、音声出力部９から送られてくる
アナログ音声信号を音に変換して出力する。
【００１９】
　表示制御部１１は、放送受信再生部１の映像再生部６から送られてくるデジタル映像信
号によって示される番組映像と、データ放送またはメニュー等のＧＵＩ（Graphical User
 Interface）画面等といったグラフィックス・プレーンの重畳を制御する。この表示制御
部１１で制御されたデジタル映像信号は、表示出力部１２に送られる。表示出力部１２は
、例えばＤ／Ａ変換器から構成されており、表示制御部１１から送られてくるデジタル映
像信号をアナログ映像信号に変換して表示器１３に送る。表示器１３は、表示出力部１２
から送られてくるアナログ映像信号を光に変換して出力する。
【００２０】
　放送情報収集部１４は、ハードウェア的には、放送受信再生部１と同様に、電波を受信
する受信回路、チューナ、デジタル復調用の大規模集積回路、ＭＰＥＧ処理用の大規模集
積回路等（いずれも図示は省略する）から構成されており、放送に含まれる番組情報など
の放送情報を収集する。なお、放送情報の収集は、放送受信再生部１においても視聴中の
放送に対して実施されるが、主として放送情報収集部１４により実施される。
【００２１】
　この放送情報収集部１４は、機能的には、第２アンテナ１５、第２デジタル復調部１６
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および第２情報分離部１７を備えている。第２アンテナ１５は、放送波を受信して電気信
号に変換し、受信信号として第２デジタル復調部１６に送る。第２デジタル復調部１６は
、第２アンテナ１５から送られてくる受信信号をデジタル復調して第２情報分離部１７に
送る。第２情報分離部１７は、第２デジタル復調部１６から送られてくるデジタル復調さ
れた信号から放送情報を分離し、放送情報蓄積部１８に送る。
【００２２】
　上記のように構成される放送情報収集部１４は、初期スキャンまたは再スキャンにより
予め検出した受信可能な放送を順次受信し、放送に含まれる放送情報の１つである番組情
報を分離して抽出し、放送情報蓄積部１８に記憶する。受信可能な全ての放送局の番組情
報を記憶した後は処理を一旦休止し、番組情報が更新されるまで処理を行わない。番組情
報は、番組表を作成するための情報であり、その更新周期には、９時間、２日間および８
日間といった３種類がある。例えば、８日間分の番組情報を取得した場合は、それに続く
８日間は番組情報を取得しない。
【００２３】
　デジタル放送受信機を構成する放送情報蓄積部１８、収集状況生成部１９および制御部
２１は、ハードウェア的には、マイクロコンピュータ、揮発性メモリ、不揮発性メモリお
よび周辺入出力回路等（いずれも図示は省略する）から構成されている。
【００２４】
　放送情報蓄積部１８は、放送受信再生部１の第１情報分離部４および放送情報収集部１
４の第２情報分離部１７から収集した放送情報を蓄積する。この放送情報蓄積部１８に蓄
積された放送情報は、出力制御部７および制御部２１によって参照される。収集状況生成
部１９は、放送情報の収集状況を表す情報を生成する。この収集状況生成部１９で生成さ
れた情報は、出力制御部７および制御部２１に送られる。
【００２５】
　操作入力部２０は、例えばリモートコントローラ（以下、「リモコン」という）と、リ
モコン受信回路等から構成されており、ユーザの操作を受け付ける。この操作入力部２０
を操作することにより入力された操作情報は、制御部２１に送られる。制御部２１は、こ
のデジタル放送受信機の全体を制御する。例えば、制御部２１は、操作入力部２０から送
られてくる操作情報に応じてデジタル放送受信機の各部を制御し、チャンネル切換または
データ放送の表示等といったユーザが意図する操作を実現する。
【００２６】
　次に、上記のように構成される、この発明の実施の形態１に係るデジタル放送受信機の
動作を、放送情報の収集状況表示処理を中心に、図２に示すフローチャートを参照しなが
ら説明する。
【００２７】
　放送情報の収集状況表示処理では、まず、番組映像が取得される（ステップＳＴ１）。
すなわち、表示制御部１１は、映像再生部６から再生中の番組映像の一齣を取得する。な
お、実際には、表示制御部１１は、映像再生部６から再生中の番組映像の一齣に対応する
「デジタル映像信号」を取得し、その後は、このデジタル映像信号に対して種々の処理が
行われるが、説明の煩雑さを避けるために、デジタル映像信号に対して処理が行われる旨
の記述は省略する。
【００２８】
　次いで、番組映像の縮小画像の生成および描画が行われる（ステップＳＴ２）。すなわ
ち、表示制御部１１は、番組映像の一齣を若干縮小した縮小画像を生成し、自己の内部に
設けられた動画プレーン（図示は省略する）に描画する。番組映像の縮小率は、表示可能
な画面サイズに対して、番組情報取得の実施状況を表示可能な空白部が得られる範囲で、
適宜決めることができる。
【００２９】
　次いで、収集中の放送情報が調べられる（ステップＳＴ３）。すなわち、表示制御部１
１は、収集状況生成部１９から収集中の放送情報を取得し、番組情報の取得中であれば、
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ステップＳＴ４へ進み、番組情報の取得が済んで休止中であれば、ステップＳＴ６へ進む
。収集状況生成部１９は、定期的または状況が変化した時に放送情報収集部１４から情報
を取得し、番組情報の収集状況を常に記憶している。
【００３０】
　ステップＳＴ４においては、番組情報取得の実施状況が取得される。すなわち、表示制
御部１１は、番組情報取得の実施状況として、番組情報取得済みの放送局、番組情報取得
中の放送局、番組情報未取得の放送局を収集状況生成部１９から取得する。また、番組情
報取得中の放送局については、番組情報の取得済み割合（取得済みのデータ量／全データ
量）も取得する。番組情報の全データ量については、番組情報を伝送するＥＩＴ（Event 
Information Table）を解析することにより把握できるが、この解析方法は、家庭用のデ
ジタルテレビジョン受信機で電子番組表を作成する場合と同様である。
【００３１】
　次いで、番組情報取得の実施状況を示す画像の生成および描画が行われる（ステップＳ
Ｔ５）。すなわち、表示制御部１１は、ＯＳＤ（On Screen Display）プレーンに対して
、番組情報取得済みである放送局の放送局ロゴを透過率＝０％（不透明）で、番組情報取
得中である放送局の放送局ロゴを透過率＝（１－番組情報の取得済み割合）×１００％で
、番組情報未取得である放送局の放送局ロゴを透過率＝１００％（透明）で描画する。こ
れにより、放送情報の収集状況が非映像形式で表示されることになる。なお、放送局ロゴ
は、各放送局から放送により送出されており、ＣＤＴ（Common Data Table）を受信する
ことにより取得できる。この放送局ロゴの取得方法としては、家庭用のデジタルテレビジ
ョン受信機と同様の方法を用いることができる。その後、シーケンスはステップＳＴ７に
進む。
【００３２】
　ステップＳＴ６においては、番組情報取得の休止中を示す画像の生成および描画が行わ
れる。すなわち、表示制御部１１は、ＯＳＤプレーンに対して、全放送局の番組情報は取
得済みであるので、全ての放送局ロゴを透過率＝０％（不透明）で描画する。その後、シ
ーケンスはステップＳＴ７に進む。
【００３３】
　ステップＳＴ７においては、番組映像の縮小画像と放送情報の収集状況を示す画像が合
成される。すなわち、表示制御部１１は、ステップＳＴ５またはステップＳＴ６で生成し
た番組情報取得の実施状況を示すＯＳＤプレーンの画像と、縮小画像である動画プレーン
の画像を合成する。デジタルテレビジョン受信機では、番組映像、字幕および文字スーパ
ーまたはデータ放送等の描画内容毎に複数の描画プレーンが用意されており、描画プレー
ン毎に描画された画像を重ねて合成することにより、一枚のテレビジョン画面が生成され
る。描画方法は、家庭用のデジタルテレビジョン受信機と同様である。
【００３４】
　次いで、合成された画像が表示される（ステップＳＴ８）。すなわち、表示制御部１１
は、合成した画像を表示出力部１２へ送り、表示出力部１２は、合成された画像を例えば
ＮＴＳＣ（National Television Standards Committee）信号に変換し、色調や輝度を調
整して表示器１３に送り、表示器１３は、ＮＴＳＣ信号に基づき、合成した画像を表示す
る。以上により、放送情報の収集状況表示処理は終了する。
【００３５】
　上述した放送情報の収集状況表示処理において、ステップＳＴ４およびステップＳＴ５
を経由した場合（番組情報の取得中）の表示画面イメージを、図３および図４に示す。図
３は、番組情報の取得中における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「
１６：９」の番組映像を表し、その左側の余白部に設けられた縦並びの四角形が各放送局
のロゴであり、これにより番組情報の取得状況を表している。
【００３６】
　図４は、番組情報の取得中における表示画面イメージであり、花の絵は若干縮小した「
４：３」の番組映像を表し、その左右の部分は「１６：９」で表示する際にできる余白部
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（一般的に黒色の場合が多いため、黒帯と呼ばれる）、左側黒帯のさらに左側は、図３と
同様である。
【００３７】
　図５は、上述した処理において、ステップＳＴ６を経由した場合、つまり番組情報の取
得休止中（取得済み）における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１
６：９」の番組映像を表し、その左側の余白部に設けられた縦並びの四角形が各放送局の
ロゴであり、これにより番組情報の取得状況を表している。
【００３８】
　上述した図３、図４および図５に示す画面の左端部において、番組情報取得済みの放送
局ロゴは正常（不透明）に表示され、番組情報取得中は半透明で表示され、番組情報未取
得の放送局ロゴは表示されない。
【００３９】
　以上説明したように、この発明の実施の形態１に係るデジタル放送受信機によれば、番
組情報取得の実施状況を放送局ロゴの透過率により表示するように構成したので、ユーザ
は、放送局単位で番組情報を取得済みであるか否かを容易に把握できる。したがって、ユ
ーザは、番組表の表示操作を行う前に、表示までに時間を要するか否かを放送局毎に判断
できるので、待たされて煩わしく感じることが少なくなる。
【００４０】
　また、放送情報の収集状況を番組映像に重複しない位置に表示するように構成したので
、番組映像の視認性は損なわれない。また、番組映像を縮小することにより形成された空
白部に放送情報の収集状況を表示するように構成したので、番組映像の視認性を殆ど損な
われることなく、常時空白部に放送情報の収集状況を表示することができる。
【００４１】
　なお、上述した実施の形態１に係るデジタル放送受信機では、番組情報取得の実施状況
を画面左端に縦並びで表示するように構成したが、番組情報取得の実施状況を画面右端に
表示するように構成することもでき、また、画面上端または画面下端に横並びに表示する
ように構成することもできる。
【００４２】
　また、実施の形態１に係るデジタル放送受信機では、番組情報を未取得の場合には放送
局ロゴを表示しない（透過率１００％で表示する）ように構成したが、放送局ロゴと同一
サイズの矩形を表示するとともに、放送局名を矩形内に表示するよう構成できる。この構
成によれば、ユーザは、番組情報未取得の放送局が何個残っているかを容易に把握できる
。
【００４３】
　また、実施の形態１に係るデジタル放送受信機では、番組情報を未取得の場合には放送
局ロゴを表示しない（透過率１００％で表示する）ように構成したが、未取得の場合にお
ける透過率を放送局ロゴが薄く透けて見える程度（例えば透過率８０％）に制限するよう
に構成できる。この構成によれば、ユーザは、番組情報未取得の放送局が何個残っている
かを容易に把握できる。
【００４４】
　また、実施の形態１に係るデジタル放送受信機では、番組情報取得中の放送局ロゴを半
透明で表示するように構成したが、放送局ロゴの外枠を太線で描画したり、外枠線を明滅
させたり、外枠線の色を周期的に変えたりして、番組情報取得中の放送局ロゴに目立つ修
飾を施すように構成できる。
【００４５】
　また、実施の形態１に係るデジタル放送受信機では、番組情報の取得状況を放送局ロゴ
の透過率により表現するように構成したが、放送局ロゴを全て不透明で描画し、放送局ロ
ゴの外枠線の色により番組情報の取得状況を表すように構成できる。例えば、外枠線の色
が青であれば番組情報を取得済み、黄であれば番組情報を取得中、赤であれば番組情報を
、未取得等を表すように構成できる。同様に、外枠線の太さ（太、中または細等）または
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模様（実線、破線または点線等）によって、番組情報の取得状況を表すように構成できる
。
【００４６】
　さらに、実施の形態１に係るデジタル放送受信機では、放送局ロゴのみを表示するよう
に構成したが、放送局ロゴと放送局名とを対にして表示するように構成することもできる
。
【００４７】
実施の形態２．
　この発明の実施の形態２に係るデジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成と同じである。
【００４８】
　この実施の形態２に係るデジタル放送受信機では、視聴中の番組再生と並行して収集さ
れる放送情報として、実施の形態１で説明した番組情報の他に、周波数リスト、中継局お
よび系列局の受信状態等が追加され、これらが必要に応じて切り替えられる。これにより
、放送情報収集部１４の休止期間をなくして、有効利用が図られている。
【００４９】
　周波数リストは、放送局または中継局の追加あるいは周波数割り当ての変更に関する情
報であり、放送により送出され、家庭用のデジタルテレビジョン受信機でも周波数リスト
をダウンロードして更新し、記憶することが必要となる。
【００５０】
　中継局（視聴中局と同一内容を放送する別局）および系列局（視聴中局と一部で同一内
容を放送する別局）の受信状態は、車載用のデジタルテレビジョン受信機で地域移動によ
り、視聴中の局の受信状態が悪化した場合、より受信状態の良い中継局または系列局へ迅
速に切り替えるために必要な情報である。中継局／系列局の監視は、登録されている全放
送局について、１つの放送局当たり数秒程度選局し、受信状態を確認したら次の放送局を
選局することを繰り返して実行することにより行われる。
【００５１】
　収集する放送情報を切り替える指針は、次のように定めることができる。すなわち、放
送情報毎に優先度を付与し、優先度の高い放送情報を収集する必要が生じたら、優先度が
低い放送情報の収集を中断して、優先度の高い放送情報の収集へ切り替え、優先度の高い
放送情報の収集が完了したら、優先度の低い放送情報の収集を再開する。優先度は、例え
ば、周波数リストのダウンロード（＝優先度：高）、番組情報の取得（＝優先度：中）、
中継局／系列局の監視（＝優先度：低）のように設定することができる。
【００５２】
　収集する放送情報の切り替えは、マルチタスク処理システムで、周波数リストのダウン
ロード、番組情報の取得、中継局／系列局の監視を優先度の異なる３つのタスクに割り当
て、各タスク間でメッセージ通信により、処理の中断または再開をできるように実装する
ことによって実現できる。この方法は、各種の組込機器向けソフトウェアでは一般的に使
用されている。
【００５３】
　次に、実施の形態２に係るデジタル放送受信機の動作を、放送情報の収集状況表示処理
を中心に、図６に示すフローチャートを参照しながら説明する。なお、図６に示すフロー
チャートにおいて、図２のフローチャートに示した実施の形態１に係るデジタル放送受信
機の放送情報の収集状況表示処理と同じまたは相当する処理を行うステップには、図２で
使用した符号と同一の符号を付して説明を簡略化する。
【００５４】
　放送情報の収集状況表示処理では、まず、番組映像が取得される（ステップＳＴ１）。
次いで、番組映像の縮小画像の生成および描画が行われる（ステップＳＴ２）。次いで、
収集中の放送情報が調べられる（ステップＳＴ３）。すなわち、表示制御部１１は収集状
況生成部１９から収集中の放送情報を取得し、番組情報の取得中であればステップＳＴ４
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へ進み、周波数リストのダウンロード中であればステップＳＴ９へ進み、中継／系列局の
監視中であればステップＳＴ１１に進む。
【００５５】
　ステップＳＴ４においては、番組情報取得の実施状況が取得される。次いで、番組情報
取得の実施状況を示す画像の生成および描画が行われる（ステップＳＴ５）。その後、シ
ーケンスはステップＳＴ７に進む。
【００５６】
　ステップＳＴ９においては、ダウンロード中の実施状況が取得される。すなわち、表示
制御部１１は、収集状況生成部１９から周波数リストの取得済み割合（取得済みデータ量
／全データ量）を取得する。周波数リストの全データ量については、ＤＳＭ－ＣＣ（Digi
tal Storage Media－Command and Control）セクション形式で繰り返し伝送される情報か
ら周波数リストに関するＤＩＩ（Download Information Indication message）を抽出し
て解析することにより知ることができる。この解析方法は、家庭用のデジタルテレビジョ
ン受信機で周波数リストをダウンロードする場合と同様である。
【００５７】
　次いで、ダウンロードの実施状況を示す画像の生成および描画が行われる（ステップＳ
Ｔ１０）。すなわち、表示制御部１１は、周波数リストの取得済み割合を示す図形（例え
ば、パーソナルコンピュータ等で使用されているプログレス・バー）を生成し、取得済み
割合に応じて、バーの長さを調整して描画する。その後、シーケンスはステップＳＴ７に
進む。
【００５８】
　ステップＳＴ１１においては、中継／系列局監視の実施状況が取得される。すなわち、
表示制御部１１は、収集状況生成部１９から中継局／系列局の一覧と、各中継局／系列局
の受信状態（受信状態の良否、受信中または未受信）を取得する。受信状態の良否を表す
指標としては、例えばＣ／Ｎを用いることができる。Ｃ／Ｎは、搬送波（Carrier）と雑
音（Noise）の比であり、数値が大きいほど受信が良好な状態を表す。Ｃ／Ｎは、次の式
（１）で求め、単位［ｄＢ］で表示する。ここで、ＰＣは搬送波電力［Ｗ］、ＰＮは雑音
電力［Ｗ］である。
　　Ｃ／Ｎ＝１０＊ｌｏｇ（ＰＣ／ＰＮ）…（１）
【００５９】
　次いで、中継／系列局監視の実施状況を示す画像の生成および描画が行われる（ステッ
プＳＴ１２）。すなわち、表示制御部１１は、Ｃ／Ｎの値が第１閾値以上の放送局であれ
ば受信状態が良いと判断して放送局ロゴを透過率０％（不透明）で描画し、Ｃ／Ｎの値が
第２閾値以下の放送局であれば受信状態が悪いと判断して放送局ロゴを透過率１００％（
透明）で描画し、Ｃ／Ｎの値が第１閾値～第２閾値の中間の放送局であれば、以下の式（
２）で求める透過率で放送局ロゴを描画する。ただし、第２閾値＜第１閾値である。その
後、シーケンスはステップＳＴ７に進む。
　　透過率＝（Ｃ／Ｎ値－第２閾値）／（第１閾値－第２閾値）×１００…（２）
【００６０】
　ステップＳＴ７においては、番組映像の縮小画像と放送情報の収集状況を示す画像が合
成される。次いで、合成された画像が表示される（ステップＳＴ８）。以上により、放送
情報の収集状況表示処理は終了する。
【００６１】
　上述した放送情報の収集状況表示処理において、ステップＳＴ４およびステップＳＴ５
を経由した場合の表示画面イメージは、図３に示した、実施の形態１に係るデジタル放送
受信機の場合と同様である。
【００６２】
　図７は、ステップＳＴ９およびステップＳＴ１０を経由した場合の周波数リストのダウ
ンロード中における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の
番組映像を表し、その下側の余白部に設けられた横長の図形（プログレス・バー）により
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ダウンロードの実施状況を表している。
【００６３】
　図８は、ステップＳＴ１１およびステップＳＴ１２を経由した場合の中継局／系列局の
監視中における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番組
映像を表し、その右側の余白部に設けられた縦並びの放送局ロゴにより中継局／系列局監
視の実施状況を表している。
【００６４】
　以上説明したように、この発明の実施の形態２に係るデジタル放送受信機によれば、放
送情報収集の実施状況として、「番組情報の取得」、「周波数リストのダウンロード」ま
たは「中継局／系列局の監視」に応じて表示する画面を変化させるように構成したので、
ユーザは視聴番組と並列に実行されている処理が、これらのうちの何れであるかを容易に
把握でき、時間を要する周波数リストの更新中に、各局の放送受信状態または各局の番組
情報を表示させようとして情報収集により待たされる煩わしさを低減できる。
【００６５】
　なお、上述した実施の形態２に係るデジタル放送受信機では、放送情報収集の実施状況
の表示位置を、番組情報の取得の場合には画面の左端、周波数リストのダウンロードの場
合には画面の下端、中継局／系列局の監視の場合には画面の右端に表示するように構成し
たが、収集する放送情報に関わらず、常に同じ位置に表示するように構成できる。
【００６６】
　また、実施の形態２に係るデジタル放送受信機では、収集する放送情報として、「番組
情報の取得」、「周波数リストのダウンロード」および「中継局／系列局の監視」の３種
類を用いた例を示したが、これらに限るものではない。また、ダウンロードの対象は、周
波数リストに限らず、受信機ソフトウェアであってもよい。
【００６７】
　また、実施の形態２に係るデジタル放送受信機では、放送情報毎の優先度として、周波
数リストのダウンロード（＝優先度：高）、番組情報の取得（＝優先度：中）、中継局／
系列局の監視（＝優先度：低）と設定したが、優先度はこれに限らず、任意に設定できる
。
【００６８】
　また、実施の形態２に係るデジタル放送受信機では、受信状態の良否を表す指標として
Ｃ／Ｎを用いるように構成したが、受信電波の電界強度、デジタル復調した時のＢＥＲ（
Bit Error Rate）、ＴＳから各種情報を分離する際の誤り訂正符号との比較結果、あるい
は、映像または音声のデコード時のエラー発生率等を用いるように構成することができ、
また、これらを組み合わせた指標を用いるように構成することもできる。
【００６９】
　さらに、実施の形態２に係るデジタル放送受信機では、周波数リストのダウンロードの
実施状況を表す図形として、プログレス・バーを用いるように構成したが、円グラフ等の
他の図形を用いるように構成することもできる。
【００７０】
実施の形態３．
　この発明の実施の形態３に係るデジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成と同じである。
【００７１】
　次に、実施の形態３に係るデジタル放送受信機の動作を、放送情報の収集状況表示処理
を中心に、図９に示すフローチャートを参照しながら説明する。なお、図９に示すフロー
チャートにおいて、図２のフローチャートに示した実施の形態１に係るデジタル放送受信
機の放送情報の収集状況表示処理と同じまたは相当する処理を行うステップには、図２で
使用した符号と同一の符号を付して説明を簡略化する。
【００７２】
　放送情報の収集状況表示処理では、まず、番組映像が取得される（ステップＳＴ１）。
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次いで、番組映像の縦横比が調べられる（ステップＳＴ１３）。すなわち、表示制御部１
１は、ステップＳＴ１で取得した番組映像の縦横比を調べ、縦横比が「１６：９」であれ
ばステップＳＴ２へ進み、縦横比が「４：３」であればステップＳＴ１４へ進む。番組映
像の縦横比については、番組映像に付随するシーケンスヘッダ情報を解析することにより
知ることができる。シーケンスヘッダ情報の解析は、家庭用のデジタルテレビジョン受信
機と同様の方法で行うことができる。
【００７３】
　ステップＳＴ２においては、番組映像の縮小画像の生成および描画が行われる。その後
、シーケンスはステップＳＴ３に進む。ステップＳＴ１４においては、番組映像の通常画
像の描画が行われる。すなわち、表示制御部１１は、番組映像を表示画面サイズの高さに
収まる大きさ（縮小しない通常画像）で動画プレーンに描画する。車載用のデジタルテレ
ビジョン受信機またはカーナビゲーション装置に使用される表示器は、概ね「１６：９」
の表示画面サイズであるので、「４：３」の番組映像を表示すると左右に空白部（黒帯）
が発生する。その後、シーケンスはステップＳＴ３に進む。
【００７４】
　ステップＳＴ３においては、収集中の放送情報が調べられる。すなわち、表示制御部１
１は収集状況生成部１９から収集中の放送情報を取得し、番組情報の取得中であればステ
ップＳＴ４へ進み、番組情報の取得が完了して休止中であれば、ステップＳＴ６’へ進む
。
【００７５】
　ステップＳＴ４においては、番組情報取得の実施状況が取得される。次いで、番組情報
取得の実施状況を示す画像の生成および描画が行われる（ステップＳＴ５’）。すなわち
、表示制御部１１は、図２のフローチャートに示した実施の形態１に係るデジタル放送受
信機の放送情報の収集状況表示処理におけるステップＳＴ５と同様に、番組情報の取得状
況を示す画像を生成するが、ＯＳＤプレーンに画像を描画する位置は番組映像の縦横比に
応じて変わる。すなわち、「１６：９」の番組映像であれば、実施の形態１と同様に縮小
画像の左端余白部に描画するが、「４：３」の番組映像であれば左側の黒帯部分に描画す
る。その後、シーケンスはステップＳＴ７に進む。
【００７６】
　ステップＳＴ６’においては、図２のフローチャートに示した実施の形態１に係るデジ
タル放送受信機の放送情報の収集状況表示処理におけるステップＳＴ６と同様に、番組情
報取得の休止中を示す画像の生成が行われるが、ＯＳＤプレーンに画像を描画する位置は
、ステップＳＴ５’と同様に、番組映像の縦横比に応じて変更される。その後、シーケン
スはステップＳＴ７に進む。
【００７７】
ステップＳＴ７においては、番組映像の縮小画像または通常画像と放送情報の収集状況を
示す画像が合成される。次いで、合成された画像が表示される（ステップＳＴ８）。以上
により、放送情報の収集状況表示処理は終了する。
【００７８】
　上述した放送情報の収集状況表示処理において、ステップＳＴ２を経由した場合の表示
画面イメージは、図３に示した実施の形態１に係るデジタル放送受信機の場合と同様であ
る。図１０は、ステップＳＴ１４を経由した場合の「４：３」の番組映像とともに、番組
情報の取得状況を表示する表示画面イメージである。図１０において、画面中央の花の絵
は「４：３」番組映像を表し、その左右は一般に黒帯と呼ばれる部分であり、左側黒帯部
分の縦並びの放送局ロゴにより番組情報の取得状況を表している。
【００７９】
　以上説明したように、この発明の実施の形態３に係るデジタル放送受信機によれば、「
４：３」の番組視聴時には、映像を縮小しないため、番組映像の視認性を損なうことなく
、放送情報の収集状況を表示することができる。また、「１６：９」の番組視聴時にも映
像の視認性を殆ど損なうことなく放送情報の収集状況を表示できる。
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【００８０】
　なお、上述した実施の形態３に係るデジタル放送受信機では、番組情報の取得中または
取得休止中の場合に、番組映像の縦横比に応じて描画位置を変えるように構成したが、周
波数リストのダウンロードまたは中継局／系列局の監視の場合にも番組映像の縦横比に応
じて描画位置を変えるように構成できる。
【００８１】
実施の形態４．
　この発明の実施の形態４に係るデジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成と同じである。
【００８２】
　字幕は、番組映像に関連する情報を番組映像に重畳して表示するサービスであり、文字
スーパーは、番組映像に関連しない情報を番組映像に重畳して表示するサービスである。
表示位置については、字幕は画面下部に、文字スーパーは画面上部に表示される。表示タ
イミングについては、字幕は番組映像と同期し、文字スーパーは番組映像と非同期である
。
【００８３】
　字幕または文字スーパーは、独立ＰＥＳ（Packetized Elementary Stream）形式で伝送
される。第１情報分離部４は、ＴＳから独立ＰＥＳを分離し、字幕または文字スーパーに
関する情報を抽出して解析し、放送情報蓄積部１８に蓄積する。表示制御部１１は、放送
情報蓄積部１８に蓄積された放送情報に字幕または文字スーパーが含まれていれば、字幕
または文字スーパーの画像を生成し、正しい位置とタイミングで字幕・文字スーパープレ
ーンに描画して、番組映像に重畳して表示する。この処理は、家庭用のデジタルテレビジ
ョン受信機における処理と同様である。
【００８４】
　次に、実施の形態４に係るデジタル放送受信機の動作を、放送情報の収集状況表示処理
を中心に、図１１に示すフローチャートを参照しながら説明する。なお、図１１に示すフ
ローチャートにおいて、図２のフローチャートに示した実施の形態１に係るデジタル放送
受信機の放送情報の収集状況表示処理、または、図９のフローチャートに示した実施の形
態３に係るデジタル放送受信機の放送情報の収集状況表示処理と同じまたは相当する処理
を行うステップには、図２または図９で使用した符号と同一の符号を付して説明を簡略化
する。
【００８５】
　放送情報の収集状況表示処理では、まず、番組映像が取得される（ステップＳＴ１）。
次いで、番組映像の通常画像の描画が行われる（ステップＳＴ１４）。次いで、収集中の
放送情報が調べられる（ステップＳＴ３）。すなわち、表示制御部１１は収集状況生成部
１９から収集中の放送情報を取得し、番組情報の取得中であればステップＳＴ４へ進み、
番組情報の取得が完了して休止中であれば、ステップＳＴ６”へ進む。
【００８６】
　ステップＳＴ４においては、番組情報取得の実施状況が取得される。次いで、番組情報
取得の実施状況を示す画像の生成が行われる（ステップＳＴ５”）。このステップＳＴ５
”の処理は、番組情報取得の実施状況を放送局ロゴにより表現した画像を生成する処理ま
では、図２に示したフローチャートのステップＳＴ５の処理と同様であるが、生成した画
像をこの段階ではＯＳＤプレーンに描画しない点が異なる。その後、シーケンスはステッ
プＳＴ１５に進む。
【００８７】
　ステップＳＴ６”においては、番組情報取得の休止中を示す画像の生成が行われる。こ
のステップＳＴ６”の処理は、番組情報の取得休止中を示す画像を生成する処理までは、
図２に示したフローチャートのステップＳＴ６の処理と同様であるが、生成した画像をこ
の段階ではＯＳＤプレーンに描画しない点が異なる。その後、シーケンスはステップＳＴ
１５に進む。
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【００８８】
　ステップＳＴ１５においては、字幕または文字スーパーを表示中であるかどうかが調べ
られる。すなわち、表示制御部１１は、字幕または文字スーパーを表示中か否かを調べ、
表示中であればステップＳＴ１６へ進み、非表示中であればステップＳＴ１７へ進む。な
お、字幕または文字スーパーの表示の制御は、表示制御部１１で行われるので、字幕また
は文字スーパーを表示中か否かの確認は、自己が保持しているデータを見ることにより行
うことができる。
【００８９】
　ステップＳＴ１６においては、字幕または文字スーパーと重ならない位置に放送情報の
収集状況を示す画像が描画される。すなわち、表示制御部１１は、字幕または文字スーパ
ーと重ならないＯＳＤプレーン上の位置を算出し、放送情報の収集状況（番組情報の取得
状況、または、番組情報の取得休止中）を示す画像を、算出した位置に描画する。２つの
画像の位置関係が重なるか否かの判定は、画像処理ソフト等で汎用的に用いられている方
法を用いることができる。その後、シーケンスはステップＳＴ７に進む。
【００９０】
　ステップＳＴ１７においては、通常位置に放送情報の収集状況を示す画像が描画される
。すなわち、表示制御部１１は、放送情報の収集状況（番組情報の取得状況、または、番
組情報の取得休止中）を示す画像をＯＳＤプレーン上の決められた位置（例えば、画面下
部）に描画する。その後、シーケンスはステップＳＴ７に進む。
【００９１】
　ステップＳＴ７においては、番組映像の通常画像と放送情報の収集状況を示す画像が合
成される。次いで、合成された画像が表示される（ステップＳＴ８）。以上により、放送
情報の収集状況表示処理は終了する。
【００９２】
　上述した放送情報の収集状況表示処理において、ステップＳＴ１６を経由した場合にお
ける表示画面イメージを図１３（字幕有り）と図１４（文字スーパー有り）に示し、ステ
ップＳＴ１７を経由した場合における表示画面イメージを図１２に示す。
【００９３】
　図１２は、「１６：９」の番組映像に重畳して番組情報の取得状況を表示する場合にお
ける表示画面イメージである。画面全体を占める山並みの絵は番組映像を表し、画面下部
の横並びの放送局ロゴは番組情報の取得状況を表している。
【００９４】
　図１３は、字幕付きの番組映像に重畳して番組情報の取得状況を表示する場合における
表示画面イメージである。画面下部の矩形と矩形内の文字列は字幕を表している。この図
１３では、字幕と重ならないように、番組情報の取得状況を表す画像を、図１２に示す位
置より少し上側に描画している。
【００９５】
　図１４は、文字スーパー付きの番組映像に重畳して番組情報の取得状況を表示する場合
における表示画面イメージである。図１４において、画面上部の矩形と矩形内の文字列は
文字スーパーを表している。この図１４では、文字スーパーとは元々重ならないので、番
組情報の取得状況を表す画像を、図１２と同じ位置に描画している。
【００９６】
　以上説明したように、この発明の実施の形態４に係るデジタル放送受信機によれば、映
像を縮小しないため、映像自体の視認性を損なうことなく、放送情報の収集状況を表示で
きる。また、字幕または文字スーパーがある場合であっても、字幕または文字スーパーの
視認性を損なうことなく、放送情報の収集状況を表示できる。
【００９７】
　なお、上述した実施の形態４に係るデジタル放送受信機では、表示画面イメージとして
、字幕のみが有る場合と文字スーパーのみが有る場合について説明したが、字幕と文字ス
ーパーの両方を同時に表示させることもできる。
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【００９８】
　また、実施の形態４に係るデジタル放送受信機では、字幕の有無に応じて、放送情報の
収集状況の描画位置を変えるように構成したが、字幕および文字スーパーの描画位置は固
定であるので、放送情報の収集状況の描画位置を、字幕および文字スーパーに重ならない
位置に予め設定するように構成することもできる。
【００９９】
実施の形態５．
　この発明の実施の形態５に係るデジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成と同じである。
【０１００】
　この実施の形態５に係るデジタル放送受信機の動作は、以下の点を除き、実施の形態２
に係るデジタル放送受信機の動作（図６参照）と同じである。すなわち、実施の形態５に
係るデジタル放送受信機では、実施の形態２に係るデジタル放送受信機における番組情報
の取得状況（図３参照）、周波数リストのダウンロード進捗状況（図７参照）および中継
局／系列局の監視状況（図８参照）を、放送局ロゴまたは図形の代わりに、文字で表すよ
うにしたものである。
【０１０１】
　図１５は、実施の形態５に係るデジタル放送受信機で表示される番組情報の取得中にお
ける表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番組映像を表し
、その左側の縦並びの角丸四角形で囲った文字列が番組情報の取得状況を表す。角丸四角
形内の上段の文字列は放送局名、下段の括弧内の文字列は取得状況（取得済み／取得中／
未取得）を意味する。
【０１０２】
　図１６は、実施の形態５に係るデジタル放送受信機で表示される周波数リストのダウン
ロード中における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番
組映像を表し、その下側の余白部に設けられた四角形内の文字列によりダウンロードの実
施状況を表す。進捗率は、実施の形態２に係るデジタル放送受信機と同様の方法で計算す
ることができる。
【０１０３】
　図１７は、実施の形態５に係るデジタル放送受信機で表示される中継局／系列局の監視
中における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番組映像
を表し、その右側の余白部に設けられた縦並びの角丸四角形で囲った文字列により中継局
／系列局監視の実施状況を表す。角丸四角形内の上段と中段の文字列は中継局／系列局名
を表し、下段の括弧内の文字列は直近の受信状態（優／良／可／不可）または監視状態（
受信中／未受信）を表す。
【０１０４】
　受信状態は、「Ｃ／Ｎ≧第１閾値」であれば優、「第１閾値＞Ｃ／Ｎ≧第２閾値」であ
れば良、「第２閾値＞Ｃ／Ｎ≧第３閾値」であれば可、「第３閾値＞Ｃ／Ｎ」であれば不
可と判断するように構成できる。なお、「優」は画像の乱れがない状態、「良」は画像の
一部に乱れが時々ある状態、「可」は画像の乱れは多いが受信可能な状態、「不可」は受
信不可で画像を表示できない状態とする。
【０１０５】
　以上説明したように、この発明の実施の形態５に係るデジタル放送受信機によれば、文
字を用いて放送情報の収集状況を表示するように構成したので、収集状況を容易に把握で
きる。また、放送情報の収集状況を放送局名と対応させて表示するので、収集状況を放送
局単位で容易に把握できる。
【０１０６】
　なお、上述した実施の形態５に係るデジタル放送受信機では、番組情報の取得状況また
は中継局／系列局の監視状況を表す文字列に放送局名を用いたが、サービス名（ＮＨＫ「
登録商標」教育のように、１つの放送局でも複数サービスを運用している場合がある）ま



(17) JP 5116854 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

たは放送局のアルファベット略称（例えば、テレビ大阪であればＴＶＯ）等のような放送
局を連想させる文字列を用いることもできる。
【０１０７】
実施の形態６．
　この発明の実施の形態６に係るデジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成と同じである。
【０１０８】
　この実施の形態６に係るデジタル放送受信機の動作は、以下の点を除き、実施の形態１
に係るデジタル放送受信機の動作と同じである。すなわち、実施の形態６に係るデジタル
放送受信機では、実施の形態１に係るデジタル放送受信機における番組情報の取得状況（
図３参照）を、放送局ロゴの代わりに、リモコンボタン番号（１）～（１２）で表すよう
にしたものである。
【０１０９】
　図１８は、実施の形態６に係るデジタル放送受信機で表示される番組情報の取得中にお
ける表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番組映像を表し
、その左側の縦並びの角丸四角形で囲った文字列が番組情報の取得状況を表す。角丸四角
形内の上段の数字（１）～（７）はリモコンボタン番号、下段の括弧内の文字列は取得状
況（取得済み／取得中／未取得）を意味する。
【０１１０】
　なお、リモコンボタン番号に登録されている放送局名は、例えば図１９に示すようなテ
ーブルに記憶しておくことができる。このテーブルに記憶される情報としては、初期スキ
ャンや再スキャンにより、放送情報蓄積部１８に予め蓄積されている情報を用いることが
できる。
【０１１１】
　以上説明したように、この発明の実施の形態６に係るデジタル放送受信機によれば、リ
モコンボタン番号を用いて番組情報の取得状況を表示するように構成したので、リモコン
ボタン番号に登録された単位で番組情報の取得状況を把握できる。
【０１１２】
　なお、上述した実施の形態６に係るデジタル放送受信機では、番組情報の取得状況を表
すために、リモコンボタン番号と取得状況を表示するように構成したが、放送局名を併せ
て表示するように構成することもできる。
【０１１３】
実施の形態７．
　この発明の実施の形態７に係るデジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成と同じである。
【０１１４】
　この実施の形態７に係るデジタル放送受信機の動作は、以下の点を除き、実施の形態５
に係るデジタル放送受信機の動作と同じである。すなわち、実施の形態７に係るデジタル
放送受信機では、実施の形態５に係るデジタル放送受信機における番組情報の取得状況（
図１５参照）、周波数リストのダウンロード進捗状況（図１６参照）および中継局／系列
局の監視状況（図１７参照）を、色付で表示するようにしたものである。
【０１１５】
　図２０は、実施の形態７に係るデジタル放送受信機で表示される番組情報の取得中にお
ける表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番組映像を表し
、その左側の縦並びの角丸四角形で囲った文字列が番組情報の取得状況を表す。角丸四角
形の色は取得状況（青色が取得済み、黄色が取得中、桃色が未取得）を意味する。
【０１１６】
　図２１は、実施の形態７に係るデジタル放送受信機で表示される周波数リストのダウン
ロード中における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番
組映像を表し、その下側の余白部に設けられた四角形の色によりダウンロードの実施状況
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（０≦進捗率＜２５％であれば桃色、２５％≦進捗率＜５０％であれば黄色、５０％≦進
捗率＜７５％であれば緑色、７５％≦進捗率≦１００％であれば青色）を表す。
【０１１７】
　図２２は、実施の形態７に係るデジタル放送受信機で表示される中継局／系列局の監視
中における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番組映像
を表し、その右側の余白部に設けられた縦並びの角丸四角形の色で中継局／系列局監視の
実施状況（受信状態が優であれば青色、良であれば緑色、可であれば黄色、不可であれば
桃色、監視状態が受信中であれば白色、未受信であれば灰色）を表す。
【０１１８】
　以上説明したように、この発明の実施の形態７に係るデジタル放送受信機によれば、色
により放送情報の収集状況を表示するように構成したので、収集状況を一目で把握できる
。
【０１１９】
　なお、上述した実施の形態７に係るデジタル放送受信機では、ダウンロードの進捗状況
を文字と色で表すように構成したが、プログレス・バーのような図形と色を組み合わせて
表すように構成することもできる。例えば、プログレス・バーを０≦進捗率＜２５％であ
れば桃色、２５％≦進捗率＜５０％であれば黄色、５０％≦進捗率＜７５％であれば緑色
、７５％≦進捗率≦１００％であれば青色で塗り潰せば、バーの長さと色の両方で進捗状
況をより容易に把握できる。
【０１２０】
　また、実施の形態７に係るデジタル放送受信機では、表示画面イメージ内に各色の意味
が記載されていないが、番組映像の余白部分等に、各色の意味を示す説明を追加するよう
に構成できる。この構成によれば、放送情報の収集状況が、より判り易くなる。
【０１２１】
実施の形態８．
　この発明の実施の形態８に係るデジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成と同じである。
【０１２２】
　この実施の形態８に係るデジタル放送受信機の動作は、以下の点を除き、実施の形態２
に係るデジタル放送受信機の動作と同じである。すなわち、実施の形態８に係るデジタル
放送受信機では、実施の形態２に係るデジタル放送受信機における番組情報の取得状況（
図３参照）および中継局／系列局の監視状況（図８参照）を、放送局ロゴに代えて、図形
で表すようにしたものである。
【０１２３】
　図２３は、実施の形態８に係るデジタル放送受信機で表示される番組情報の取得中にお
ける表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番組映像を表し
、その左側の縦並びの角丸四角形で囲った内容が番組情報の取得状況を表す。角丸四角形
内の下段のカギ括弧付きの図形は取得状況（○が取得済み、△が取得中、×が未取得）を
表す。
【０１２４】
　図２４は、実施の形態８に係るデジタル放送受信機で表示される中継局／系列局の監視
中における表示画面イメージであり、山並みの絵は若干縮小した「１６：９」の番組映像
を表し、その右側の余白部に設けられた縦並びの角丸四角形内の下段のカギ括弧付きの図
形で中継局／系列局監視の実施状況（受信状態が優であれば◎印、良であれば○印、可で
あれば△印、不可であれば×印、監視状態が受信中であれば＋印、未受信であれば－印）
を表す。
【０１２５】
　以上説明したように、この発明の実施の形態８に係るデジタル放送受信機によれば、図
形により放送情報の収集状況を表示するように構成したので、収集状況を一目で把握でき
る。
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【０１２６】
　なお、上述した実施の形態８に係るデジタル放送受信機では、ダウンロードの進捗状況
を文字と図形で表すように構成したが、さらに色を組み合わせて構成することもできる。
また、実施の形態８に係るデジタル放送受信機では、表示画面イメージ内に各図形の意味
が記載されていないが、番組映像の余白部分等に、各図形の意味を示す説明を追加するよ
うに構成できる。この構成によれば、放送情報の収集状況が、より判り易くなる。
【０１２７】
実施の形態９．
　この発明の実施の形態９に係るデジタル放送受信機は、受信状態が悪化して放送情報を
収集できない場合に、その旨を表示するようにしたものである。この実施の形態８に係る
デジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実施の形態１に係るデジタル放送受
信機の機能的な構成と同じである。
【０１２８】
　この実施の形態９に係るデジタル放送受信機の動作は、以下の点を除き、図６のフロー
チャートに示した実施の形態２に係るデジタル放送受信機の動作と同じである。以下、図
６に示したフローチャートを参照しながら、実施の形態２に係るデジタル放送受信機と相
違する点を中心に説明する。
【０１２９】
　図６のフローチャートに示した放送情報の収集状況表示処理のステップＳＴ４では、実
施の形態２に係るデジタル放送受信機の場合と同様に、表示制御部１１は、収集状況生成
部１９から番組情報取得の実施状況を取得する。この場合、実施の形態２に係るデジタル
放送受信機の場合と違って、ＭＨＫ教育では番組情報の取得に失敗した事を示す取得不可
が取得される。
【０１３０】
　次いで、ステップＳＴ５では、表示制御部１１は、番組情報取得の実施状況を示す画像
をＯＳＤプレーンへ描画する。これらの処理により、図２５に示すような表示画面イメー
ジが作成され、ＭＨＫ教育については取得不可の文字列が表示される。
【０１３１】
　図２５は、実施の形態９に係るデジタル放送受信機で表示される番組情報の取得中にお
ける表示画面イメージであり、画面左端の縦並びの角丸四角形により番組情報の取得状況
を表している。上から２番目の角丸四角形は、ＭＨＫ教育の受信状態が悪いため、番組情
報を取得できないことを表示している。
【０１３２】
　また、図６のフローチャートに示した放送情報の収集状況表示処理のステップＳＴ９で
は、表示制御部１１は、収集状況生成部１９から周波数リストの取得済み割合の取得を試
みるが、受信状態が悪くダウンロードに失敗したことを示す受信不可が取得される。
【０１３３】
　次いで、ステップＳＴ１０では、表示制御部１１は「受信状態が悪いため、ダウンロー
ドできません。」の文字列をダウンロードの実施状況としてＯＳＤプレーンに描画する。
これらの処理により、図２６に示すような表示画面イメージが作成される。
【０１３４】
　図２６は、実施の形態９に係るデジタル放送受信機で表示される周波数リストのダウン
ロード中における表示画面イメージであり、画面下端の四角形内の文字列によりダウンロ
ードの実施状況を表している。この実施の形態９に係るデジタル放送受信機では、選局対
象となる放送局の受信状態が悪いため、周波数リストをダウンロードできないことを表示
している。
【０１３５】
　また、図６のフローチャートに示した放送情報の収集状況表示処理のステップＳＴ１１
では、実施の形態２に係るデジタル放送受信機の場合と同様に、表示制御部１１は、収集
状況生成部１９から中継局／系列局監視の実施状況を取得する。この場合、実施の形態２
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に係るデジタル放送受信機と違って、系列局のＭＨＫ総合（京都）では受信状態が悪いた
め受信に失敗したことを示す不可が取得される。
【０１３６】
　次いで、ステップＳＴ１２では、表示制御部１１は、中継局／系列局監視の実施状況を
示す画像をＯＳＤプレーンへ描画する。これらの処理により、図２７に示すような表示画
面イメージが作成され、ＭＨＫ総合（京都）については不可の文字列が表示される。
【０１３７】
　図２７は、実施の形態９に係るデジタル放送受信機で表示される中継局／系列局の監視
中における表示画面イメージであり、画面右端の縦並びの角丸四角形内の文字列により中
継局／系列局監視の実施状況を表している。この実施の形態９に係るデジタル放送受信機
では、系列局であるＭＨＫ総合（京都の）受信状態が悪く、放送を受信できないことを表
示している。
【０１３８】
　以上説明したように、この発明の実施の形態９に係るデジタル放送受信機によれば、受
信状態が悪化する等により、放送情報を収集できない場合には、その旨の表示を行うよう
に構成したので、ユーザは放送情報を収集できないことを容易に把握できる。
【０１３９】
　なお、上述した実施の形態９に係るデジタル放送受信機では、放送情報を収集できない
旨を文字により表示するように構成したが、放送局ロゴ、リモコンボタン番号、色または
図形で表示するように構成することもできる。
【０１４０】
　また、実施の形態９に係るデジタル放送受信機では、放送情報を収集できない旨を表示
するように構成したが、このような状況では、放送情報の収集状況を非表示にして、番組
映像のみの全画面表示に切り替えるように構成することもできる。
【０１４１】
　また、実施の形態９に係るデジタル放送受信機では、放送情報収集部１４が選局対象と
する放送局の受信状況が悪くなった場合に、放送情報を収集できない旨を表示するように
構成したが、放送受信再生部１による視聴中の放送局の受信状況が悪くなった場合に、放
送受信再生部１と放送情報収集部１４で同じ放送局の放送を受信し、両者をダイバーシチ
合成して受信感度を向上させるように構成することもできる。この場合にも、放送情報を
収集できない旨を表示するように構成することができる。
【０１４２】
　なお、ダイバーシチ合成は、従来の車載のデジタルテレビジョン受信機で用いられてお
り、周知の技術であるが、以下に簡単に説明する。ダイバーシチ合成は、複数のアンテナ
で受信されたデジタル放送波の各々を周波数分析し、各デジタル放送波に含まれる多数の
搬送波の振幅レベルを算出し、合成後のＣ／Ｎ比を最大化するように搬送波毎に重み付け
を調整して、搬送波毎に位相を同期させて受信する。
【０１４３】
　ダイバーシチ合成は、図１に示す実施の形態１に係るデジタル放送受信機において、各
構成要素の機能を以下のように変更することにより実現できる。すなわち、制御部２１は
、放送情報収集部１４にダイバーシチ合成するように指示する。放送情報収集部１４は、
第２デジタル復調部１６の出力先を第２情報分離部１７から第１デジタル復調部３へ切り
替える。第１デジタル復調部３は第１アンテナ２と第２アンテナ１５で受信したデジタル
放送波を合成する。
【０１４４】
実施の形態１０．
　この発明の実施の形態１０に係るデジタル放送受信機は、放送情報の収集状況を示す画
像をボタンとすることにより、ユーザが操作により選択可能とし、ユーザが放送情報の収
集状況を示すボタンを選択することにより、他局の番組表を表示したり、中継局または系
列局の番組映像を選局したりするようにしたものである。
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【０１４５】
　この発明の実施の形態２に係るデジタル放送受信機の機能的な構成は、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成と同じである。
【０１４６】
　次に、実施の形態１０に係るデジタル放送受信機の動作を、放送情報の収集状況表示中
のユーザインタフェース（ＵＩ）処理を中心に、図２８に示すフローチャートを参照しな
がら説明する。なお、図２８に示すフローチャートにおいて、図６のフローチャートに示
した実施の形態２に係るデジタル放送受信機の放送情報の収集状況表示処理と同じ処理ま
たは相当する処理を行うステップには、図６で使用した符号と同一の符号を付して説明を
簡略化する。
【０１４７】
　放送情報の収集状況表示中のＵＩ処理では、まず、収集中の放送情報が調べられる（ス
テップＳＴ３）。すなわち、表示制御部１１は収集状況生成部１９から収集中の放送情報
を取得し、番組情報の取得中であれば、ステップＳＴ１８へ進み、ダウンロード中であれ
ばステップＳＴ２１へ進み、中継局／系列局の監視中であればステップＳＴ２２へ進む。
【０１４８】
　ステップＳＴ１８においては、番組情報取得中を示す画面（図２９参照）が表示される
。このステップＳＴ１８の処理は、図６のフローチャートに示した放送情報の収集状況表
示処理のステップＳＴ４、ＳＴ５、ＳＴ７およびＳＴ８の処理と概ね同様であるが、画面
左端の縦並びの角丸四角形が選択可能なボタンである点が実施の形態２に係るデジタル放
送受信機の場合と異なる。
【０１４９】
　次いで、暗黙の選択ボタンが初期化される（ステップＳＴ１９）。すなわち、画面が最
初に表示された場合に、暗黙に選択される選択ボタン（例えば、図２９に示す画面では上
から３番目のボタン）が初期設定される。
【０１５０】
　次いで、選択ボタンがフォーカス表示される（ステップＳＴ２０）。すなわち、図２９
に示す画面の例では、上から３番目のボタンの背景色が黄色で塗り潰され、角丸四角形の
外枠が太線で表示される。その後、シーケンスはステップＳＴ２５に進む。
【０１５１】
　ステップＳＴ２１では、選択可能なボタンは不要であるため、ダウンロード中を示す画
面が表示される。より詳しくは、図６のフローチャートに示した放送情報の収集状況表示
処理のステップＳＴ９、ＳＴ１０、ＳＴ７およびＳＴ８の処理と同様の処理が行われ、図
７に示した表示画面イメージと同様の画面が表示される。その後、シーケンスはステップ
ＳＴ２５に進む。
【０１５２】
　ステップＳＴ２２では、中継局／系列局の監視中を示す画面（図３０参照）が表示され
る。このステップＳＴ２２の処理は、図６のフローチャートに示した放送情報の収集状況
表示処理のステップＳＴ１１、ＳＴ１２、ＳＴ７およびＳＴ８の処理と概ね同様であるが
、画面右端の縦並びの角丸四角形が選択可能なボタンである点が実施の形態２に係るデジ
タル放送受信機の場合と異なる。
【０１５３】
　次いで、暗黙の選択ボタンが初期化される（ステップＳＴ２３）。すなわち、画面が最
初に表示された場合に、暗黙に選択される選択ボタン（例えば、図３０に示す画面では上
から２番目のボタン）が初期設定される。
【０１５４】
　次いで、選択ボタンがフォーカス表示される（ステップＳＴ２４）。すなわち、図３０
に示す画面の例では、上から２番目のボタンの背景色が黄色で塗り潰され、角丸四角形の
外枠が太線で表示される。その後、シーケンスはステップＳＴ２５に進む。
【０１５５】
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　ステップＳＴ２５においては、ＵＩイベントの取得が試みられる。すなわち、表示制御
部１１は、ユーザインタフェースに関連するＵＩイベントを、制御部２１を経由して取得
する。ＵＩイベントは、タスク間のメッセージ通信機構を利用して、制御部２１のタスク
から表示制御部１１のタスクへ伝達される。ＵＩイベントとしては、リモコン操作による
入力と、制御部２１からの優先度のより高い放送情報の収集処理への変更指示がある。放
送情報の収集状況表示中における操作に利用されるリモコン操作は、データ放送用の上下
矢印ボタンと、決定ボタンの３つだけである。‘ｄ’ボタン以外のその他データ放送用ボ
タン（戻る、４色ボタン（青、赤、緑、黄）、左右の矢印）については利用されない。
【０１５６】
　次いで、ＵＩイベントがあるかどうかが調べられる（ステップＳＴ２６）。このステッ
プＳＴ２６において、ＵＩイベントが無いことが判断されると、一定時間待つ処理が行わ
れる（ステップＳＴ２７）。その後、シーケンスはステップＳＴ２５に戻る。
【０１５７】
　上記ステップＳＴ２６において、ＵＩイベントが有ることが判断されると、次いで、Ｕ
Ｉイベントの種類が調べられる（ステップＳＴ２８）。このステップＳＴ２８において、
ＵＩイベントの種類が、収集中の放送情報への変更指示であることが判断されると、シー
ケンスはステップＳＴ３に戻り、上述した処理が繰り返される。
【０１５８】
　上記ステップＳＴ２８において、ＵＩイベントの種類が、リモコンのデータ放送用の上
下矢印ボタンであることが判断されると、次いで、選択ボタンの１つ上または下のボタン
が新たな選択ボタンとして更新される（ステップＳＴ２９）。具体的には、上矢印ボタン
であれば、現在の選択ボタンの１つ上側のボタンが新たな選択ボタンになるように更新さ
れ、下矢印ボタンであれば、現在の選択ボタンの１つ下側のボタンが新たな選択ボタンに
なるように更新される。
【０１５９】
　次いで、選択ボタンがフォーカス表示される（ステップＳＴ３０）。すなわち、ステッ
プＳＴ２９で更新された新たな選択ボタンがフォーカス表示された画面に更新される。そ
の後、シーケンスはステップＳＴ２５に戻り、上述した処理が繰り返される。上記ステッ
プＳＴ２９およびＳＴ３０の処理により、上下ボタン操作に応じて、選択ボタンが上下に
移動する。
【０１６０】
　上記ステップＳＴ２８において、ＵＩイベントの種類が、リモコンのデータ放送用の戻
る、４色または左右矢印であることが判断されると、シーケンスはステップＳＴ２５に戻
り、上述した処理が繰り返される。
【０１６１】
　上記ステップＳＴ２８において、ＵＩイベントの種類が、リモコンのその他ボタン押下
であることが判断されると、通常のテレビジョン操作を行うためステップＳＴ３１へ進む
。ステップＳＴ３１では、表示制御部１１は、押下されたボタンに応じて、データ放送画
面の表示またはチャンネル切り替え等の操作を行う。この処理については、家庭用のデジ
タル放送受信機と同様である。その後、シーケンスはステップＳＴ３４に進む。
【０１６２】
　上記ステップＳＴ２８において、ＵＩイベントの種類が、リモコンのデータ放送用の決
定ボタンであることが判断されると、シーケンスはステップＳＴ３’に進む。ステップＳ
Ｔ３’では、ステップＳＴ３の処理と同様に、収集中の放送情報が調べられ、番組情報の
取得中であればステップＳＴ３２へ進み、中継局／系列局の監視中であればステップＳＴ
３３へ進む。
【０１６３】
　ステップＳＴ３２では、選択中の放送局の番組表が表示される。すなわち、表示制御部
１１は、選択ボタンに応じた放送局の番組情報を放送情報蓄積部１８から取得し、番組表
画面を生成して表示する。図２９に示す画面の例では、「○○放送」の番組表が表示され
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る。その後、シーケンスはステップＳＴ３４に進む。
【０１６４】
　なお、番組表の表示形式として、１つの放送局の番組表のみを表示する場合と、複数の
放送局の番組表を一括表示する場合（新聞の番組欄と同様の形式）があるが、後者の場合
には、選択ボタンに応じた放送局を中心として番組表を表示するように構成できる。
【０１６５】
　ステップＳＴ３３では、選択中の中継局／系列局の番組映像が表示される。すなわち、
表示制御部１１は、選択ボタンに応じた中継局／系列局の番組映像に切り替える。図３０
に示す画面の例では、系列局の「ＭＨＫ総合（兵庫）」を選局して番組映像を表示する。
その後、シーケンスはステップＳＴ３４に進む。
【０１６６】
　ステップＳＴ３４においては、表示制御部１１は、表示出力部１２へ出力する画面を、
収集状況表示中の画面から、ステップＳＴ３１、ＳＴ３２、ＳＴ３３による画面に切り替
える。これにより、収集状況表示中の画面は非表示されて、ＳＴ３１、ＳＴ３２、ＳＴ３
３による画面が表示される。以上により、放送情報の収集状況表示中のＵＩ処理は終了す
る。
【０１６７】
　図２９は、実施の形態１０に係るデジタル放送受信機で表示される番組情報の取得中に
おける表示画面イメージであり、画面左端の縦並びの角丸四角形は選択可能なボタンであ
り、内部の文字列により番組情報の取得状況を表している。上から３番目の角丸四角形は
ユーザが選択中のボタンであり、黄色の背景色と太線による外枠により、このボタンにフ
ォーカスが存在していることを表している。
【０１６８】
　図３０は、実施の形態１０に係るデジタル放送受信機で表示される中継局／系列局の監
視中における表示画面イメージであり、画面右端の縦並びの角丸四角形内は選択可能なボ
タンであり、内部の文字列により中継局／系列局監視の実施状況を表している。上から２
番目の角丸四角形内はユーザが選択中のボタンであり、黄色の背景色と太線による外枠に
より、このボタンにフォーカスが存在していることを表している。
【０１６９】
　以上説明したように、この発明の実施の形態１０に係るデジタル放送受信機によれば、
ユーザがリモコン等で特定の角丸四角形ボタンを選択した状態で実行ボタンを押下すると
、対応する放送局の番組表を表示することができるので、メニューを開いて番組表を選択
し表示する場合に比べて、操作性が向上する。
【０１７０】
　なお、上述した実施の形態１０に係るデジタル放送受信機では、データ放送用ボタンの
内で、決定と上下矢印の３つのボタンを用いて操作するように構成したが、ボタンを横並
びに配置して、決定と左右矢印ボタンを用いるように構成することもできるし、他のボタ
ンを用いて実現することもできる。
【０１７１】
　また、実施の形態１０に係るデジタル放送受信機では、ダウンロード中の場合には操作
できないように構成したが、プログレス・バーの近傍にボタンを追加し、これを押下する
と、ダウンロード中の放送情報（周波数リスト、受信機ソフトウェアまたはジャンル情報
等）について詳細な情報を表示するように構成できる。
【０１７２】
実施の形態１１．
　この発明の実施の形態１１に係るデジタル放送受信機は、実施の形態１０に係るデジタ
ル放送受信機において、ユーザが放送情報の収集状況を示すボタンを選択する操作を行う
毎に、選択中のボタンに対応する放送局名を音声で読み上げるとともに、番組表を表示す
ると番組表の内容を音声で読み上げるようにしたものである。
【０１７３】



(24) JP 5116854 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

　図３１は、実施の形態１１に係るデジタル放送受信機の機能的な構成を示すブロック図
である。このデジタル放送受信機は、図１に示した実施の形態１に係るデジタル放送受信
機に音声合成処理部２２が追加されて構成されている。以下においては、図１に示した実
施の形態１に係るデジタル放送受信機の構成要素と同じまたは相当する構成要素には、図
１で使用した符号と同じ符号を付して説明を省略する。
【０１７４】
　音声合成処理部２２は、放送情報蓄積部１８から取得した読み文字列に基づいて音声を
合成し、出力制御部７の音声制御部８に送る。なお、音声合成処理の詳細については、周
知であるので、説明を省略する。
【０１７５】
　この実施の形態１１に係るデジタル放送受信機の動作は、以下の点を除き、図２８のフ
ローチャートに示した実施の形態１０に係るデジタル放送受信機の動作と同じである。以
下、図２８に示したフローチャートを参照しながら、実施の形態１０に係るデジタル放送
受信機と相違する点を中心に説明する。
【０１７６】
　まず、選択ボタンの移動に伴う放送局名の音声読み上げについて説明する。図２８に示
したフローチャートのステップＳＴ２９およびステップＳＴ３０の処理によって、選択ボ
タンが上下に移動し、ボタンのフォーカス表示も合わせて移動する場合に、表示制御部１
１は、放送情報蓄積部１８に対して選択ボタンに対応した放送局名を音声合成するよう指
示する。放送情報蓄積部１８は、この指示に従って、選択ボタンに対応した放送局名の読
み文字列を生成して音声合成処理部２２に送る。
【０１７７】
　音声合成処理部２２は、放送情報蓄積部１８から送られてくる読み文字列に基づいて放
送局名を音声合成し、音声制御部８に送る。音声制御部８は、番組音声を一時的に停止し
て、音声合成処理部２２から送られてくる音声合成された放送局名を音声出力部９に送っ
てスピーカ１０から出力させ、放送局名の音声出力が完了すると、番組音声を復帰させる
。
【０１７８】
　次に、番組表の音声読み上げについて説明する。図２８に示したフローチャートのステ
ップＳＴ３２では、表示制御部１１は、選択ボタンに対応した放送局の番組表を表示する
とともに、放送情報蓄積部１８に対して、表示中の番組表の内容を音声合成するよう指示
する。放送情報蓄積部１８は、この指示に従って、表示中の番組表の内容を示す読み文字
列を生成して音声合成処理部２２に送る。音声合成処理部２２は、読み文字列に基づいて
番組表の内容を音声合成し、音声制御部８に送る。音声制御部８は、番組音声を一時的に
停止して、音声合成処理部２２から送られてくる音声合成された番組表の内容を音声出力
部９に送ってスピーカ１０から出力させ、番組表の内容の音声出力が完了すると、番組音
声を復帰させる。
【０１７９】
　以上説明したように、この発明の実施の形態１１に係るデジタル放送受信機によれば、
ユーザがリモコン等で特定の角丸四角形ボタンを選択した状態で実行ボタンを押下すると
、対応する放送局の番組表の内容を音声で読み上げるので、表示を見なくても番組表の内
容を把握できる。また、リモコンの上下矢印ボタンで選択する角丸四角形ボタンを移動す
ると、対応する放送局名を音声で読み上げるので、表示を見なくてもどの放送局を選択中
かを把握できる。
【０１８０】
　なお、上述した実施の形態１１に係るデジタル放送受信機では、放送局名または番組表
の内容を音声で読み上げる間、番組音声を一時停止するように構成したが、番組音声の音
量を一時的に低下させたり、番組音声に音声合成出力を重畳させたりするように構成する
ことができる。
【０１８１】
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　また、実施の形態１１に係るデジタル放送受信機では、ダウンロード中の場合には操作
できないように構成したが、プログレス・バーの近傍にボタンを追加し、これを押下する
と、ダウンロードの実施状況を音声で読み上げるように構成することもできる。
【０１８２】
　この発明に係るデジタル放送受信機は、ユーザが番組映像の視認性を確保しつつ、放送
情報の収集が完了したか否かを容易に把握させ、例えば番組表を表示させようとして待た
される煩わしさを低減させることができる。このため、デジタル放送を受信し、特に、番
組放送と並行して放送情報の取得状況を表示するデジタル放送受信機等に用いるのに適し
ている。

【図１】 【図２】
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